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竹内洋介さんが曙町 
1丁 HU 「無庵」の睬 
簾をかかげ，この11月 
で丸5年。そして今、 
竹内さんの蓠*に纣す 
る«熱の萵まりは、立 
川に留まらず大きく広 
がろう t している。今年の#に山«に土地を求め、 
*荚の找坫を手掛けてこの秋に収獲。敁初の段枏か 
4納得のいく「100%自家製 j の*交作りをめざす。 
また來 II には，山架は小淵沢に店を開店させる了•定 
もあり、今後夏の問は立川の無皤を閉めるといラほ 
ど。今问、その悄热の一編を「そば寿し j という形 
で表していただいた。もともと粘り気のない蘅龛を 
幾]6にも押し重ねて季節を語らせていく 0はのかな 
酢の杏りと*支の*ごたえを五感のすべてで味わえ 
ば、竹内さんの食の美学そのものをごちそうになつ 
た氕分。この先析しい KW をみせる竹内ワールド、 



•来しみである。 
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えくてひあんレポート 


夜の北口、ギターの響き、 
流し歩いて30年 


化川唯-▲の流し歌チ、合志一孝さん 




「オレは唄うことしか取柄がないからサ」 

合志一孝さん(富士見町)はそう言って笑った。 

立川でただひと*)、もう30年以上も、每夜北口界隈の酒場に「生きた」うたを運び続ける 
カラオケ全盛の世の中、「やり難くなったね」と言いながらも 
胸のポケットべルは鳴りっぱなし。 

合志さんのうたご至を求めて、あちこちの店からお呼びがかかる。 

「悪いね、次のお客さんのとこ行力、なきや」 

最後に1曲お願いすると、合志さんはギターのネックにカポタスト 
をはめ、間き覚えのある旋律を爪弾きはじめた。 

!> 曇りガラスを f •で拭いて、あなた明日が見えますか… 

マイクなんていらない。熱燜の湯気がのぼる店内を、そのうたご忌で 
いっぱいにして、合志さんは「ここに米ればいつでも会えるからサ」 

という言葉を残して、次の場所へ向かった。 

協力:桃太郎(礓町）提影：中村伸 
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ワタシ 八、 コウオモイマス/ 


tIFA に集う在住外国人の皆さん、楽しく元気に. 
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10 月 30 日•日曜日•この日、立川市 
女性総合センタ—「アィム」の館内は、 
まるで世界の地図が|気に盪リかえら 
れてしまつたかのよぅ。日本に住むい 
ろいろな国の人たちが集まり「国際交 
流フ H スティバル」が催されたのです。 
I ^1 FA {立川国際友好 tft 会)によ 


つて企函されたこのイベント。プログ 
ラムの最後を鈽る「日本語スビ—チ* 
コンテスト j で繰り広げられた熟#の 
数々に、会場は拍手暍采の渦、 

お気づきですか。この日から立川市 
の辞書には『国境 j という首葉が敏つ 
ていないということを (？)• 







会場ではこの卞前中からた 
くさんのブログラムが姐まれてお 
日本語スピ — チ • コンテスト」 
はィベントの fi 後を tt る締めくく 
り ■ それまで，各 n— ナ—で思い 
思いに楽しんでいた参加者たちは、 
3 時半が近づくと一斉 <:1 指ホー 
ルに & まる。 

齐席を兒：一せばまさに国哚会埭 
の様相。 I か苦 I い霁 HSI が 
»« も S じられないのは•家族連 
れや ?V い人が多いためだろうか。 
にこやかに談笑する声があちこち 
で聞， I えてくる屮•いよいよコン 
テストが始まつた • 

スビ — チを行うのは ^ 負が n 本 
で慕らしている外 Is 人 " 年齢も W 

案も出身国もバラパラ•ただひと 

つの共通点は、令貝丁1^<!(立 

川 W 探友好協公 • 除 W 久美 7- 会设 > 

が週に 2 回行つている日木語教室 

に通うメンバーであるということ。 

日頃の努力の成采を，この n のス 

ビーチで上手に被露できるかどう 

か。客席の雰囲 Ht は対照的に • 

m 上に政んだ発表者の表 W は ft 剣 

そのもの。 


话すテーマは自由 * H 本での生 

活について語る人、仕事について 

胳る人•母国の紹介をする入：、 

各人様々である。 

タィ出 ^ のオンタム•ジヤクリ 

ットさんは「 33 本でのタィ米のィ 

メ — ジ」と粗し、昨年の米の M 入 

問越について语った•「日本は米だ 

けではなく•食文化も輸入してく 

れれば良かつたのに」 t いぅ tEll 

に会場からうなづきの11^ 

■?ct、 」I 一 c レ—〇 & B 

サセルさんは、炎の*哨らしさに 

ついて熟弁 • n 本人よりも卩本の 


心 1: 通じているよぅ。 

「私の国 tH 本の国旗はこんなに 
似ているのに，国の様子はまつた 
く違ラ/パングラディッシュ出身 
のジュエルさんは • 国の国旗を 
広げ•母 III の現状を'说明する • 
身振り手振りを交え、つつかえ 
ながらも一生 K 命： f 5 る発 S 者の姿 
に，客席から何度ら暖かい柏手が 
i*^fvs こる e 


この日 | 番の拍手を浴びた〇は、 
イランから家族で B -^ にやつてき 
たナ — デイ • ジャラリちゃん*小 
学校 4 年生 " もちろん ft 年少 • H 
本での学校生活やお父さんお母さ 
ん • そして * さんのことなど•き 

れいな発音で立派にスビ — チ。あ 

どけない表情に**からも笑みが 

こぼれる** 

R 本の ®^ で英語の教師を»め 

る二 n ル • レイノル * K さん ) i ; カナ 

ダ出身 0 校門に捨てられていた小 

犬のエピゾードをもと <: 、 ||7 物を 

いたわる心の大切さを |» つた * 

そして # 勝の栄 3 に輝いたのは 

屮国の音明 ( ジン • メイ } さん • 

留学生の晋さんは、 TIFAftll 設 

以来のメンバー • 「 * 串の+を奴寮 

すれば、日本の社会が見ぇてくる」 

と * ユニ — クな祝点のスビ—チで 

会塌を湧かせた。 

♦ 

R 後に表彰式 u S さん他の入 K 

者に原田仝 ft から赏状の授与、そ 

して二十人の発表者全 ftcse 念品 

が M られ、となつた • 

日本人として耳が痛いスビ—チ 

もあつたが、今日この場に居合わ 

r-^r - - 9 VL 

る，そんな ^ W ちを生む ^ IF ら L 

い n ンテストだった - 



勖の 



今年も真如苑で垛夜の鐘をついてみませ 

んか 。大晦日の夜は午後 10 時から午前 1 時 

まで、どなたでも境内を参 ff できます。綞 

のつき手をご希望の方は . 当口 10 時半まで 

にお中し込み下さい。 < 人数に限りがあり i 

すこと • ご了承 F さい》 

師走 • 慊ただしい日々が较きます ♦» 如 

苑でひとやすみ，いかがですか¬ 


り 

だ 

苑 

如 
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■n 時 12 月 15DW 

2 時〜 4 時 

_ 砷本 尊 . 《如宝物館をはじめ t して映 111 

など盛りだくさんの用定 

が I てございます。 

■ お 4 *し込みは 

「えくてびあん•コンパ 

ニオン」 ( 本誌を手«して 

くれた人》へ。 




私た楽レめる 
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* 取山の1主」 

K 4 WB 太〇さんサイン会 

11 A 6 H •オリオン*历ルミ 
ネ店において取小塚主入、 
新井信太郎さんの取山のて 
9 べんから〜倍ちやんの山荘 ：： 3 
法』 ( けやき出版発行)出阪記念 
サィン仝が行われた • 本杏は：宴 
取山の花や動物、山を彷れ S 
人々との .* 流等を • 荚 I い写真 
と文聿で提つたエクセィ集であ 
る ® 

都の ft 高峰で * り、卩本 
百名山のひとつにも数えられる 
$ 取山。新升さんはこの S 取山 
•J# らして 40 年近くになる。埼 
玉の自宅で ^ 族と®ごす 時 問よ 




りも，山荘で過ごす時問の方が 
US かに長いという車実。新许 
さんの S 取に^)ける想いに、た 
だただ E 倒される- 

開 te 時間には、すでにサィン 
を求める入の列が生まれ * ま t 
めて 4 册 5 冊と本を瞬入する人 
も出るはどの盛況ぶり•「休想を 
とりましようか j t いラ«の人 
の § 葉にも「だいじよ 5 ぶ，だ 
いじようぶ」と応ぇ，サィンを 
较ける新 Jh さん • 

列の中に知入の姿をみつける 
と . 人なつつこい笑畑がこぼれ、 
I ば I の «:1 T あの笑睡に迎ぇ 
られるのなら今すぐ S 取に»り 
たい • tafpl 行したカメラマン 
の弁であった " 


立川トピックス 


第21回立川—祭で 

「 ttHIK 行場歴史 HJ 

110130 、陸上自術隊立川 W 

祭」が fff され * たくさんの市 E 

が集まつた"当日は広大な敢地 

の中にいくつものコ|ナーが設 

けられ，ラジコン飛行や怪脒シ 

*1 、とりわけへリ n ブタ—体 

联飛行の抽選会埸には及蛇の列 

ができるなど • 小 # ： n 和の空の 

下、多くの家族 i« れが楽 I い体 

日を遇ごした。 

入 n に全庇 8m の七 X ナ樣が 

設 * され， 7 >真を撤る親子が饯 

を絶たない D 格納庫では•「立川 

飛行埸胱史诚」が傕された*こ 





松とをちだて角う存ょ " 
高窓窓こつけ四そののる 
くりの、 t 傾は、らどあ 
ひ師角がひが物が a 、で 
を，三る.，窓うるはは々 
? 目家やあうのいあ * と ilt 
窓のる丸は A 中とはの中味 
si 入あ 't との窓でこの興 
づ rr とはこち梓、贫 •世は 
H 通のてたは窓は光どくん 
傾 町 tft らけでたほ聣あ 
問れるらび 
lltta せかて 
•兄さ窓く 
るがとのえ 
あの - 〇家， 
でなはのか 
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る平分〇ろ 
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て面るいで 
れ地いての 
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ボタ-1力 

ル•ア- - 〇 

は植物2卞的な 

■ i 聲兹 絵とぃぅ意味。 

い角 S などに用 
I * 朽 r h ® by いられるた*、 
科学的に L つかり観 # r I か ts 
術としての撖赏に射えうるクオリ 
ティが求められる。 ftm 葉子さん 
はご0分の作品に取り組まれる <* 
ら，ルミネの朝日カルチヤ—セン 
夕—で®師を勅めている • 

「数年 jin に釈ビルで俏賊を沏いた 
時•おたくも»のギヤラリ—で； 
K 典をやつてら I たわね」 

そう g つて角 m さんは今网、教 
材として®示されていた作品を* 
わざわざ表紙用に加笨修£してく 
ださつた•写舆のょうに梢密な卜 
ウヒに，クリス7スの装い•「教科 
S の挿絵」的な整苦しさが微担も 
1¢じられないのは，角 m さんの tf 
I いお人 W のせいか。 






こでは大正10年の立川飛 fr 場の 

祭地：^，昭和 fo ? 期の飛行機 H 

場の様子などを収めた ft *. な^ 

與パネルが m に掲示され、麻行 

場の？ e 選、歴史を紹介。わが H 

ft 初の国际空港であり•街の発 

S に大きな足跡を残した立川飛 

行場の史灾を削に•入塌者は K 

剣な面持ちで資料1:兒入つてい 

た • 

本展示を企画したのは「立川 

に航空宁宙傅物绾を作る仝」。立 

川史になくてはならない飛行場 

の歴史を a つめなお l 、 iF 当に 

評価していく姿勢は、冉間発が 

進み、新しいまちづくりを！：：指 

す現在だからこそ、有**なこ 

t のよぅに S える。 
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ここち良い部屋に 

もてなしの 

こころを添えて 
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たまてばこ【擧箱】①浦 fefe 
拙で‘浦 ft が窀窝の乙姫からもら 
い受けたという箝 e @転じて、秘 
密にして容》に明かさない大切な 
もの*(広辞矩より}令|«|々しくも 
その大切なものを SL せていただこ 
•っ、というのが新企興「わたしの 
- KT 箱」のテ—! v です。ご 
分•場いただいた野 P さ4は•えく 
てびあんにとつていわば恩人のよ 
ラな方〇卜年前*0-:体^明のタウ 
ン誌の取 W を快く受けてくださり、 
本誌如刊3ヴの表纸を邮ってくれた 
のは、まぎれもなく野 n さん収钜 
の蝶で L た。 ♦ 久方振りにお宅に 
お邪魔 I て、色鮮やかな、たくさ 
んの嵘に M まれながらお話を伺い 
ま I た•休 U には家族椾って採生 
にでかけていたこと•袖度する時 
<:はそれぞれ役削の分10をしてい 
たこ t . 3 lnl 神の名や特性などは,& 
- r さんたちの方が詳しくな9て L 
まつたこと等…。蝶々の話を透し 
て»,えてくるのは、大切な思い出 
と夹®あふれるご*族の姿。. - E 手 
箱の奥深さを教えられたような SI 
が Li す。 ♦では •えくてびあん 
の玉手箱には何が入つているのか。 
それはきつと、この十年に出会つ 
たたくさんの人々。ひとつひとつ 
の「出会い」こそが•私たちの玉 
手箱に他なりません。 ♦ あつ.^い 
ラ!«<:十乍 m の平が®れようと L 
ています。そして九 f 四年の「出 
仝い j の！ fe 人成•柄例1へスト立 
川人 • はもうすぐです* 
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1 •栄町•奸口慶次さんの「蝶」 


「外国の蝶みたいな豚色の美しさはないけど， 
なん t なく日本のに S か n るんだよねえ j 
日本の空 I 二 n 本の花に鰣う， a 本の媒， 
野口さん.です- 


わたしの 

玉手箱 




















